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毎月市民の皆さんに、

以上の項目から選んで語っていただき、次の方にバトンタッチする「リレートーク」
です。 次はあなたの番かも…

1 私の健康法　2 感動したこと　3 今がんばっていること　4 まちづくりへの提言

「
て
ん
か
ん
」
は
、
脳
に
あ

る
神
経
細
胞
の
異
常
な
電
気
活

動
に
よ
っ
て
、
け
い
れ
ん
を
は

じ
め
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
作

を
繰
り
返
し
起
こ
す
疾
患
で
す
。

て
ん
か
ん
の
患
者
さ
ん
は
、
日

本
で
は
人
口
１
０
０
０
人
当
た

り
４
〜
８
人
い
る
と
さ
れ
、
全

国
で
は
60
〜
１
０
０
万
人
い
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
症
の
ピ
ー
ク
は
小
児
期
と

65
以
上
の
高
齢
期
で
す
。
高
齢

者
の
１
０
０
人
に
１
人
が
て
ん

か
ん
を
持
つ
と
い
わ
れ
、
け
っ

し
て
少
な
く
な
い
人
数
で
す
。

高
齢
者
の
て
ん
か
ん
の
原
因

に
脳
卒
中
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

高
齢
期
に
入
る
と
、
脳
卒
中
に

な
る
方
の
数
が
増
え
、
そ
の
後

遺
症
と
し
て
の
て
ん
か
ん
も
増

加
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
認

知
症
の
方
は
、
認
知
症
が
な
い

場
合
と
比
べ
、
て
ん
か
ん
を
合

併
す
る
可
能
性
が
２
倍
に
な
り

ま
す
。

高
齢
者
に
見
ら
れ
る
発
作
と

し
て
、
全
身
の
け
い
れ
ん
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
発
症
は
４
割

程
度
で
す
。
ま
た
、
も
う
一
つ

の
多
い
発
作
は
、
意
識
低
下
で

す
。
意
識
が
低
下
す
る
発
作
は

発
症
時
間
が
短
く
、
周
囲
に
気

付
か
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
よ
く
見
る
と
、
一
点
を
見

つ
め
た
ま
ま
動
作
が
停
止
す

る
、
手
を
モ
ゾ
モ
ゾ
動
か
す
、

口
を
モ
グ
モ
グ
動
か
す
、
舌
や

唇
を
ク
チ
ャ
ク
チ
ャ
鳴
ら
す
な

ど
の
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
繰
り
返
す
意
識
低

下
の
発
作
が
認
知
症
と
間
違
え

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
注
意

が
必
要
で
す
。

多
く
の
高
齢
者
の
て
ん
か
ん

に
は
薬
が
よ
く
効
き
、
予
後
が

良
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
け
い
れ
ん
後
意
識
障
害

が
続
き
、
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｄ
Ｌ

（
日
常
生
活
動
作
）
が
低
下
し
、

認
知
機
能
低
下
が
進
行
す
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
前

述
の
よ
う
な
症
状
を
周
り
の
方

が
見
掛
け
た
ら
、
て
ん
か
ん
の

可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一

度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ももい ひろき

桃 井 浩 樹医師

脳神経内科

高
齢
者
の
て
ん
か
ん５月上旬、ＮＰＯ法人いなだに竹Ｌｉｎｋｓ

の皆さんが実施している竹林整備活動
に参加しました。
成長しきっていない柔らかい竹の収
穫、それらをメンマに加工するためのお
手伝いをさせていただきました。斜面か
ら竹を運び出し、塩漬けまでを一日で行
う作業は、簡単なものではありませんで
したが、放置竹林から食品が生まれるこ
とに大きな感動を覚えました。
「邪魔ものから価値を生み出す」
一緒に活動した、いなだに竹Ｌｉｎｋｓの

メンバーの方からお聴きしたこの言葉が
とても印象に残っています。
毎年生えてくる竹は、誰かが整備しな

ければ放置竹林となり、その場所の景観
は損なわれ、土砂崩れなどの災害を引き
起こすこともあります。そんな竹を害とし
てだけでなく、魅力を秘めた可能性とし
て捉える考え方はとても新鮮でした。
他県に暮らす私たちは、放置竹林の解
消に向けた貢献は微力ですが、今後も活
動を通じてさまざまなことを学ばせてい
ただきながら、飯田市の自然や人が持つ
魅力を多くの人に発信していきます。

収穫した竹をメンマに加工

先月の
戸崎しのぶ さん（伊賀良）
からのリレー

い
わ
さ
き

ひ
ろ
か
ず

縁あって本稿をお受けしたのですが、４つ
のテーマを伺い、戸惑ってしまいました。

いたって健康であり、近頃は感動するよう

な機会がなく、また、頑張っていることが思い

浮かびませんでした。「まちづくりへの提言」な

どとても恐れ多いですが、せめて、どのような

街にしていきたいか考えてみると、子どもたち

の世代へ繋げられる産業とは、企業とは、今

取り組んでいる業務の中で何ができるのかな

ど、自らの課題しか思い浮かばないのです。

むしろ次世代の人たちであれば、私では思い

浮かばないような革新的なこともできるでしょ

う。それまでの繋ぎにやるべきことを考える毎

日です。

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言

岩
﨑
弘
和
さ
ん
（
鼎
）

体も心も救える看護師さんに
私は、看護師さんになることが夢です。
私には、持病があります。今までに、何度も入院しました。私が
入院するたびに、主治医の先生や看護師さんが親切にしてくださ
いました。病気を治すための診察や検査、投薬はもちろん、心が
病気に負けないようにはげまし、精神的に支えてくださったので
す。
今も私は病気とたたかっていますが、まわりにはもっと苦しんで

いる人達がいます。今までのご恩を返しながら、多くの人の体と心
を治す看護師に私はなりたいです。

新
井
叶
利
奈
さ
ん

（
千
代
小
学
校
６
年
）

あ
ら
い

か
り
な

こ
の
地
域
の
子
ど
も
た

ち
に
奨
学
金
を
貸
与
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
「
龍
峡

育
英
会
」
は
、
長
年
に
わ

た
り
綿
半
グ
ル
ー
プ
様
か

ら
の
ご
厚
志
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

先
日
も
、
代
表
者
の
方

が
ご
厚
志
を
届
け
に
お
見

え
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
際
に
、
改
め
て
、
育

英
会
の
謂
わ
れ
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

綿
半
の
第
十
四
代
当
主

の
方
は
、
ち
ょ
う
ど
家
業

が
苦
し
い
時
代
に
育
ち
、

進
学
で
き
ず
丁
稚
奉
公
の

少
年
時
代
を
過
ご
し
た
の

だ
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、

ご
当
主
に
な
ら
れ
、
家
業

を
立
て
直
し
た
彼
は
、
地

域
の
子
ど
も
が
自
分
と
同

じ
思
い
を
し
な
く
て
済
む

よ
う
に
と
、「
龍
峡
育
英

会
」
を
設
立
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

私
は
、
そ
の
お
話
を
お

聴
き
し
て
、「
恩
送
り
」
と

い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま

し
た
。

自
分
が
受
け
た
恩
を
、

直
接
そ
の
人
に
返
す
の
で

は
な
く
別
の
人
に
送
る
こ

と
を
指
す
「
恩
送
り
」。

家
業
を
立
て
直
す
こ
と

が
で
き
た
感
謝
の
気
持
ち

を
次
世
代
の
育
成
の
た
め

の
奨
学
金
創
設
と
い
う
形

で
表
し
た
行
動
は
、
ま
さ

に
「
恩
送
り
」
だ
と
思
い

ま
し
た
。

美
し
い
日
本
語
の
響
き

か
ら
、
私
は
勝
手
に
、
こ

の
よ
う
な
考
え
方
は
日
本

人
特
有
の
も
の
か
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
英
語

に
も
同
じ
よ
う
な
意
味
を

表
す
「
ペ
イ
・
フ
ォ
ワ
ー

ド
（pay it forward

）」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
そ
う

で
す
。

同
タ
イ
ト
ル
の
映
画
が

あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

再
び
注
目
さ
れ
て
い
る
と

か
。言

葉
や
文
化
は
違
っ
て

も
、
同
じ
よ
う
な
考
え
方

や
行
動
は
あ
る
の
だ
と
思

う
と
、
う
れ
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

恩
送
り

邪魔ものから価値を
生み出す

鈴木 萌香さん
東洋大学文学部３年

（埼玉県坂戸市出身）
すずき もか
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ト
ル
の
映
画
が

あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

再
び
注
目
さ
れ
て
い
る
と

か
。言

葉
や
文
化
は
違
っ
て

も
、
同
じ
よ
う
な
考
え
方

や
行
動
は
あ
る
の
だ
と
思

う
と
、
う
れ
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

恩
送
り

邪魔ものから価値を
生み出す

鈴木 萌香さん
東洋大学文学部３年

（埼玉県坂戸市出身）
すずき もか

No.９０

２０2２.７［広報いいだ］7
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飯
田
市
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

４
回
目
接
種
が
始
ま
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
１
〜
３
回
目

の
接
種
も
行
い
ま
す
。

▼
４
回
目
接
種
の
対
象

○
６０
歳
以
上
の
方

３
回
目
接
種
か
ら
５
カ
月

以
上
経
過
し
た
後
、
順
次

接
種
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

○
１８
歳
以
上
６０
歳
未
満
で
基

礎
疾
患
を
有
す
る
方
や
重

症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医

師
が
認
め
る
方

接
種
券
発
行
申
請
書
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
（
電
子
申

請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）。

３
回
目
接
種
か
ら
５
カ
月

以
上
経
過
し
た
後
、
接
種

券
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
３
回
目
接
種

１２
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

２
回
目
接
種
か
ら
５
カ
月

以
上
経
過
し
た
後
、
順
次

接
種
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
１
・
２
回
目
接
種

（
１２
歳
以
上
の
方
）

接
種
場
所
な
ど
は
、
市
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
５
歳
～
１１
歳
の
方

満
５
歳
以
上
の
方
に
接
種

券
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

３
月
初
旬
に
保
護
者
の
方

に
お
送
り
し
た
「
お
知
ら

せ
」
な
ど
を
参
考
に
、
接

種
に
つ
い
て
ご
家
庭
で
十

分
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
最
新
の
情
報
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
6
5（
２
２
）４
５
８
５

ワ
ク
チ
ン
接
種

２
２
４
５
８
７

固
定
資
産
税
の
実
地
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
内
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
方
を
対
象
に
、
適
正
に
固

定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
を

課
税
す
る
た
め
、
地
方
税
法

に
基
づ
い
て
実
地
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
調
査
内
容

○
申
告
内
容
と
減
価
償
却
資

産
明
細
書
な
ど
と
の
照
合

○
簿
外
資
産
な
ど
の
確
認

▼
問
い
合
わ
せ

税
務
課

資
産
税
家
屋
係

内
線
５
１
７
８

固
定
資
産
税　

実
地
調
査

６
３
９
３
８

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
発
売

　
市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
）
の
収
益
金

は
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
こ
の
収
益
金
を
活

用
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
国
際

交
流
事
業
や
文
化
芸
術
活
動

の
充
実
な
ど
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
市
内
の
各
売
り
場
で

ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ら
２４
時

間
購
入
で
き
ま
す
。

▼
発
売
期
間

７
月
５
日
㈫
〜

８
月
５
日
㈮

▼
抽
せ
ん
日

８
月
１７
日
㈬

▼
主
な
当
せ
ん
金

○
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

◦
１
等

　
５
億
円

◦
１
等
の
前
後
賞

１
億
円

○
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

◦
１
等

　
３
千
万
円

◦
２
等

　
１
万
円　

▼
問
い
合
わ
せ

財
政
課 　
財
政
係

内
線
２
１
３
２

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

９
５
８
１
８
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
出
張
窓
口

　
市
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
申
請
を
希
望
す
る

企
業
や
団
体
を
訪
問
し
て
、

申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。
申

請
後
は
、
自
宅
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
受
け
取
れ
ま

す
。
費
用
負
担
も
あ
り
ま
せ

ん
。

▼
申
込
企
業
・
団
体
の
条
件

〇
市
内
に
事
業
所
な
ど
を
置

く
企
業
や
団
体

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
申
請
を
希
望
す
る
人

数
が
お
お
む
ね
１０
人
以
上

※
平
日
午
前
１０
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
の
間
に
実
施
し

ま
す
。

※
申
込
企
業
・
団
体
に
お
い

て
受
付
場
所
の
確
保
、
机

や
椅
子
の
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
申
込
者
は
、
事
前
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
書

な
ど
の
配
布
を
お
願
い
し

ま
す
。

企
業
向
け
出
張
申
請

９
５
０
８
２

　
お
手
元
に
支
給
要
件
確
認

書
が
届
い
た
方
や
、
対
象
と

な
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
す
で
に
受
給
さ
れ
た
世

帯
は
対
象
外
で
す
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等

臨
時
特
別
給
付
金

臨
時
特
別
給
付
金

８
９
３
８
１

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
が
で
き
る
方

〇
飯
田
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
申
込
企
業
・
団
体
に

所
属
し
て
い
る
方

〇
申
請
者
本
人
が
受
付
場
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
る
方

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

初
め
て
申
請
す
る
方

〇
本
人
確
認
書
類
の
提
示
が

で
き
る
方

▼
期
間

７
月
１９
日
㈫
～

８
月
１２
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
民
課　
住
民
記
録
係

内
線
５
４
１
８

▼
対
象

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨

時
特
別
給
付
金
を
受
給
し

て
い
な
い
世
帯

○
令
和
４
年
６
月
１
日
時
点

で
飯
田
市
に
住
民
登
録
が

あ
る
世
帯

○
世
帯
全
て
の
方
が
、
令
和

４
年
度
分
市
民
税
の
均
等

割
が
非
課
税
の
世
帯

※
世
帯
全
て
の
方
が
、
住
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
別

世
帯
の
方
に
扶
養
親
族
と

し
て
申
告
さ
れ
て
い
な
い

こ
と

※
住
民
税
非
課
税
で
は
な
く

て
も
、
感
染
症
の
影
響
を

受
け
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
と
同
様
の
収
入
状
況
と

な
っ
た
家
庭
急
変
世
帯
も

対
象
で
す
。

▼
給
付
額

１
世
帯
当
た
り
１０
万
円

▼
申
請
方
法

○
対
象
と
な
る
世
帯
主
宛
て

に
支
給
要
件
確
認
書
を
郵

送
し
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
し
て
９
月
末
ま
で
に

ご
返
送
く
だ
さ
い
。

○
令
和
３
年
１２
月
１１
日
以
降

に
転
入
し
た
方
や
所
得
を

申
告
し
て
い
な
い
方
が
い

る
世
帯
や
、
家
計
急
変
世

帯
は
、
申
請
書
を
９
月
末

ま
で
に
福
祉
課
窓
口
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
書

福
祉
課
窓
口
で
お
受
け
取

り
い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
申
請
受
付
締
切

９
月

３０
日
㈮

（
郵
送
／
当
日
消
印
有
効
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５

｜
８
５
０
１

大
久
保
町
２
５
３
４

福
祉
課

臨
時
特
別
給
付
金
担
当

内
線
５
７
９
７

▼
問
い
合
わ
せ

○
内
閣
府
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
５
２
６
）１
４
５

感染状況により、掲載内容が変更になる場合があります。
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児
童
扶
養
手
当　

支
給

３
５
７
６
０

児
童
扶
養
手
当

7
月
期
支
給
日

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
方
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

　
５
月
～
６
月
分
を
申
請
さ

れ
た
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

の
で
、
支
給
日
以
降
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
転
居
や
婚
姻
な
ど
で
状
況

に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
、

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
対
象

児
童
扶
養
手
当
受
給
者

（
ひ
と
り
親
家
庭
で
申
請
、

登
録
さ
れ
て
い
る
方
）

▼
支
給
日

７
月
１１
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

家
庭
係

内
線
５
７
３
８

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金

　
国
に
よ
る
、
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
へ
の
特
別
給
付
金

（
１８
歳
以
下
の
児
童
１
人
当

た
り
５
万
円
）
を
支
給
し
ま

す
。
支
給
要
件
に
該
当
す

る
方
は
、「
ひ
と
り
親
世
帯

分
」
ま
た
は
「
そ
の
他
の
世

帯
分
」
の
い
ず
れ
か
を
受
給

で
き
ま
す
。

▼
ひ
と
り
親
世
帯
分

○
対
象

◦
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
に

よ
り
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
世
帯

（
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

制
限
限
度
額
を
下
回
る
世

帯
に
限
り
ま
す
）

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
収
入
が
減

少
し
、
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
制
限
限
度
額
を
下
回

る
と
見
込
ま
れ
る
世
帯

※
令
和
４
年
４
月
分
の
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
の
方
は
、

６
月
２７
日
㈪
に
児
童
扶
養

手
当
受
給
口
座
に
振
り
込

み
ま
し
た
。

○
申
請
方
法

申
請
書
類
を
子
育
て
支
援

課
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
書
類
審
査
後
、
７
月

１１
日
㈪
以
降
に
順
次
支
給

し
ま
す
。

※
申
請
書
類
な
ど
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

○
申
請
受
付
締
切

令
和
５
年
２
月

２８
日
㈫

▼
そ
の
他
の
世
帯
分

○
対
象　

◦
令
和
４
年
４
月
分
の
児
童

手
当
ま
た
は
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
者
で
、
令

和
４
年
度
の
住
民
税
均
等

割
が
非
課
税
の
方
は
、
７

月
１１
日
㈪
に
振
り
込
み
ま

す
。
公
務
員
以
外
の
方
は

申
請
不
要
で
す
。

◦
令
和
４
年
３
月
３１
日
時
点

で
１８
歳
未
満
の
児
童
（
障

が
い
児
は
２０
歳
未
満
）
の

養
育
者
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方


令
和
４
年
度
の
住
民
税
均

等
割
が
非
課
税
で
あ
る
方


新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
収
入
が
減

少
し
、
令
和
４
年
１
月
１

日
以
降
の
収
入
が
非
課
税

相
当
と
見
込
ま
れ
る
方

※
令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和

５
年
２
月
末
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

○
申
請
方
法

申
請
書
類
を
子
育
て
支
援

課
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
書
類
審
査
後
、
７
月

２５
日
㈪
以
降
に
順
次
支
給

し
ま
す
。

※
申
請
書
類
な
ど
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間

７
月
１１
日
㈪
～

令
和
５
年
２
月
２８
日
㈫

▼
問
い
合
わ
せ

○
子
育
て
支
援
課　
家
庭
係

内
線
５
７
３
７

生
活
支
援
給
付
金

８
１
０
３
８

○
厚
労
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
４
０
０
）９
０
３
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特
定
健
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う

　
公
民
館
な
ど
で
の
集
団
健

診
は
８
月
１
日
㈪
ま
で
で
す
。

▼
対
象

令
和
４
年
４
月
１
日
以
前

か
ら
継
続
し
て
飯
田
市
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
で
、
今
年
度

４０
歳

～
７４
歳
に
な
る
方

▼
日
程
・
場
所
な
ど

対
象
者
宛
て
に
送
付
し
た

健
診
通
知
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▼
そ
の
他

飯
田
市
国
民
健
康
保
険
に

ご
加
入
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
健
診
を
ご

希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
３９
歳
以
下
の
方

○
令
和
４
年
４
月
２
日
以
降

に
加
入
し
、
今
年
度
４０
歳

～
７４
歳
に
な
る
方

○
今
年
度
７５
歳
に
な
る
方

※
受
診
さ
れ
た
方
の
中
か
ら

抽
選
で
１
０
０
人
に
「
飯

田
市
域
産
域
消
の
食
育

店
」
や
「
ほ
っ
湯
ア
ッ
プ

ル
」
で
使
え
る
ク
ー
ポ
ン

が
当
た
り
ま
す
。

※
医
療
機
関
な
ど
で
の
個
別

健
診
は
、
令
和
５
年
３
月

末
ま
で
実
施
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

保
健
課

健
康
推
進
係

内
線
５
５
１
４

特
定
健
診

７
６
６
１
６

後
期
高
齢
者

歯
科
口
腔
健
診

　
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
高
齢
者
の

方
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
一

環
と
し
て
歯
科
口
腔
健
診
を

行
い
ま
す
。

▼
対
象
者

○
昭
和
２１
年
４
月
１
日
～
昭

和
２２
年
３
月
３１
日
生
ま
れ

の
被
保
険
者

○
昭
和
１７
年
４
月
１
日
～
昭

和
２１
年
３
月
３１
日
生
ま
れ

の
被
保
険
者
の
内
、
直
近

で
生
活
習
慣
病
の
受
診
を

さ
れ
た
経
歴
が
あ
り
、
令

和
３
年
度
に
歯
科
医
療
の

受
診
が
な
か
っ
た
方

※
対
象
者
の
方
に
は
、
６
月

下
旬
に
案
内
通
知
と
受
診

券
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
期
間

７
月
１
日
㈮
～

１２
月
３０
日
㈮

▼
費
用　

無
料

※
健
診
に
よ
っ
て
必
要
と
な

っ
た
治
療
は
、
本
人
負
担

と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
医
療
機
関

県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯

科
医
院
（
一
部
の
病
院
を

除
く
）

※
健
診
を
希
望
す
る
方
は
、

対
象
医
療
機
関
へ
直
接
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
保
健
事
業

室☎
０
２
６（
２
２
９
）５
３
２
０

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
の
資
格
取
得
・
種
別
変
更
、

保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申

請
、
学
生
納
付
特
例
申
請
は
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し

た
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

申
請
の
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
市
民
課　
市
民
窓
口
係　

国
民
年
金
担
当

内
線
５
４
２
８

○
飯
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
６
５（
２
２
）３
６
４
１

国
民
年
金　

電
子
申
請

９
４
９
８
９

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
更
新

　
現
在
ご
使
用
中
の
国
民
健

康
保
険
の
保
険
証
（
う
ぐ
い

す
色
）
は
、
７
月
３１
日
㈰
が

国
民
健
康
保
険　

保
険
証

７
７
３
７
９

有
効
期
限
で
す
。
新
し
い
保

険
証
（
ふ
じ
色
）
は
７
月
末

ま
で
に
、
加
入
さ
れ
て
い
る

ご
家
族
全
員
分
を
世
帯
主
宛

て
に
郵
送
し
ま
す
。

　
７０
歳
以
上
の
方
に
は
、
保

険
証
と
高
齢
受
給
者
証
が
一

体
と
な
っ
た
「
被
保
険
者
証

兼
高
齢
受
給
者
証
」
を
お
送

し
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

保
健
課　
国
保
係

内
線
５
５
２
３

国
民
年
金
申
請
手
続
き

電
子
申
請
開
始

感染状況により、掲載内容が変更になる場合があります。
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児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出

　
児
童
扶
養
手
当
（
ひ
と
り

親
の
手
当
）
の
受
給
資
格
の

あ
る
方
は
、
毎
年
８
月
中
に

「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
所
得
の
超
過
に
よ
り
手
当

を
受
給
し
て
い
な
く
て
も
、

現
況
届
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
を
受
け
付
け
た
後
、

対
象
と
な
る
方
に
は
、
１１
月

分
以
降
（
令
和
５
年
１
月
振

り
込
み
）
の
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

▼
対
象

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格

者
※
対
象
者
に
は
、
７
月
末
ま

で
に
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
集
中
受
付
日
・
場
所

８
月
中
旬
に
集
中
受
付
日

を
設
け
ま
す
。

※
受
付
日
や
必
要
書
類
な
ど

の
詳
細
は
通
知
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
受
給
者
本
人
が
届
け
出
て

児
童
扶
養
手
当　

現
況
届

３
５
７
６
０

福
祉
医
療
費
受
給
者
証

の
更
新

　
現
在
ご
使
用
中
の
次
の
福

祉
医
療
費
受
給
者
証
は
、
新

し
い
受
給
者
証
が
届
き
ま
し

た
ら
、
古
い
受
給
者
証
は
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い

受
給
者
証
は
、
有
効
期
限
ま

で
に
郵
送
し
ま
す
。

福
祉
医
療
費
受
給
者
証

９
５
１
７
８

介
護
保
険
負
担
割
合
証

の
更
新

　
現
在
ご
使
用
中
の
「
介
護

保
険
負
担
割
合
証
」
は
７
月

３１
日
㈰
が
有
効
期
限
で
す
。

　
８
月
１
日
㈪
か
ら
お
使
い

い
た
だ
く
新
し
い
負
担
割
合

証
は
、
７
月
末
ま
で
に
郵
送

し
ま
す
。
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
、
住
所
、
氏
名
、
負

担
割
合
な
ど
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
有
効
期
限
が
過
ぎ
た

も
の
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
負
担
割
合
証

９
５
０
４
４

く
だ
さ
い
。
郵
送
や
代
理

人
に
よ
る
届
け
出
は
お
受

け
で
き
ま
せ
ん
。

※
集
中
受
付
日
に
届
け
出
が

で
き
な
い
場
合
は
、
８
月

中
に
子
育
て
支
援
課
窓
口

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
受
給
者
本
人
や
、
そ
の
同

一
世
帯
の
方
が
、
令
和
３

年
分
の
所
得
を
申
告
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
事
前

に
税
務
課
窓
口
で
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課　
家
庭
係

内
線
５
７
３
８

▼
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

（
障
が
い
）
の
有
効
期
限

7
月
31
日
㈰

▼
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

（
ひ
と
り
親
）
の
有
効
期

限10
月
31
日
㈪

▼
受
給
者
証
の
提
示

病
院
や
歯
科
医
院
な
ど
で

診
療
を
受
け
た
り
、
薬
局

に
処
方
箋
を
提
出
し
た
り

す
る
と
き
に
は
、
窓
口
で

受
給
者
証
を
必
ず
ご
提
示

く
だ
さ
い
。

▼
適
正
受
診
を
心
が
け
ま

し
ょ
う

○
体
の
不
調
を
感
じ
た
ら
早

期
に
受
診

○
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ

○
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療

機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を

控
え
る

○
緊
急
時
以
外
は
、
休
日
や

夜
間
の
診
療
は
控
え
る

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
を
検
討

○
福
祉
医
療
制
度
以
外
の
公

費
負
担
医
療
制
度
を
利
用

▼
問
い
合
わ
せ

○
子
ど
も
や
高
齢
者
に
関
す

る
こ
と

保
健
課　
医
療
給
付
係　

内
線
５
５
２
７

○
障
が
い
者
に
関
す
る
こ
と

福
祉
課　
障
害
福
祉
係　

内
線
５
７
１
６

○
ひ
と
り
親
な
ど
に
関
す
る

こ
と

子
育
て
支
援
課　
家
庭
係

内
線
５
７
３
８

▼
対
象

〇
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方

〇
事
業
対
象
者
の
方

▼
受
給
者
証
の
提
示

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
の
際
は
、
担
当
介
護

支
援
専
門
員
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
所
に
必
ず
ご
提

示
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
寿
支
援
課

介
護
保
険
係

内
線
５
７
６
３



２０2２.7［広報いいだ］13

国
民
年
金
保
険
料
免
除

・
納
付
猶
予
申
請

　
令
和
４
年
度
国
民
年
金
保

険
料
免
除
・
納
付
猶
予
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。
昨
年

か
ら
引
き
続
き
免
除
な
ど
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
改
め

て
申
請
が
必
要
で
す
（
継
続

申
請
の
対
象
者
は
不
要
）。

▼
免
除
・
猶
予
制
度
と
は

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
に
、
ご
本
人
が
申

請
手
続
き
を
行
い
、
承
認

さ
れ
る
と
国
民
年
金
保
険

料
が
全
額
免
除
、
一
部
免

除
ま
た
は
納
付
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

※
１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か

ら
追
納
が
で
き
ま
す
。
追

納
が
な
い
場
合
は
、
将
来

受
給
で
き
る
年
金
額
が
免

除
な
ど
の
期
間
や
種
類
に

応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
窓
口

市
民
課
（
Ａ
７
国
民
年
金

窓
口
）、
り
ん
ご
庁
舎
市

民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
、
飯
田
年

金
事
務
所

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

〇
窓
口
へ
来
ら
れ
る
方
の
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
保
険
証
な
ど
）

〇
被
保
険
者
の
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
書
類

〇
失
業
に
よ
り
申
請
す
る
場

合
は
、
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
の
写
し

▼
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
さ

れ
る
期
間

令
和
４
年
７
月
～

令
和
５
年
６
月

※
申
請
月
の
２
年
１
カ
月
前

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除

申
請
で
き
ま
す
。

▼
臨
時
の
免
除
申
請

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
所
得
が
下

が
り
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
臨
時
特
例
措
置

と
し
て
免
除
申
請
が
で
き

ま
す
。
詳
細
は
、
日
本
年

金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
市
民
課　
市
民
窓
口
係　

国
民
年
金
担
当

内
線
５
４
２
８

○
飯
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
６
５（
２
２
）３
６
４
１

国
民
年
金
保
険
料　

免
除

４
２
５
８
２

　
令
和
４
年
度
分
の
障
が
い

者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
申
請

受
付
と
交
付
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

市
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜

３
級
を
お
持
ち
の
方

○
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
・

Ｂ
１
を
お
持
ち
の
方 

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
を
お
持
ち
の
方

▼
対
象
に
な
ら
な
い
方

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
の

方
の
内
、
外
部
障
が
い
３

級
で
令
和
４
年
度
分
の
市

民
税
所
得
割
が
課
税
の
方

○
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い

る
方

○
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
さ

れ
て
い
る
方

▼
申
請
受
付
・
交
付
開
始
日

７
月
１
日
㈮

※
７
月
上
旬
は
窓
口
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

▼
利
用
期
間

７
月
１
日
㈮
～

令
和
５
年
６
月
30
日
㈮

▼
申
請
窓
口

○
福
祉
課
窓
口
・
上
村
・
南

信
濃
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

（
即
時
交
付
）

○
右
記
以
外
の
自
治
振
興
セ

ン
タ
ー

　
（
２
週
間
以
内
に
郵
送
で

交
付
）

※
代
理
申
請
も
で
き
ま
す
。

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

障
害
者
手
帳

▼
問
い
合
わ
せ

福
祉
課　
障
害
福
祉
係

内
線
5
7
1
9

障
が
い
者
タ
ク
シ
ー

３
２
３
４
８

ユ
ネ
ス
コ
書
き
損
じ

ハ
ガ
キ
収
集
結
果
・
お
礼

　
今
回
の
収
集
で
は
書
き
損

じ
ハ
ガ
キ
や
切
手
、
未
使
用

の
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
を
、

飯
田
下
伊
那
の
小
中
学
校
、

各
種
団
体
、
飯
田
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
ご
提

供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協

力
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
収
集
し
た
書
き
損
じ
ハ
ガ

キ
は
、
８６
万
２
６
６
円
分
の

切
手
に
交
換
し
、
カ
ー
ド
類

と
共
に
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会

連
盟
に
お
送
り
し
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ　

収
集

９
４
９
４
４

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

内
線
３
７
４
２

障
が
い
者
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
交
付

感染状況により、掲載内容が変更になる場合があります。
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第
２３
回
よ
こ
ね
田
ん
ぼ

案
山
子
コ
ン
テ
ス
ト

　
よ
こ
ね
田
ん
ぼ
保
全
委
員

会
で
は
今
年
も
、
出
展
作
品

を
募
集
し
、
案か

山か

子し

コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
作
品
募
集
締
切

７
月
１７
日
㈰

※
応
募
方
法
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
期
間

８
月
１
日
㈪
～

９
月
１９
日
㈷

▼
投
票
場
所

千
代
よ
こ
ね
田
ん
ぼ

▼
問
い
合
わ
せ

よ
こ
ね
田
ん
ぼ

保
全
委
員
会

（
事
務
局
／
千
代
自
治
振

興
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
６
５（
５
９
）２
０
０
３

飯
田
都
市
計
画
の
変
更

に
関
す
る
公
聴
会

　
県
と
市
で
は
、
都
市
計
画

変
更
案
の
作
成
に
当
た
り
、

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。
発

言
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
公
述
申
出
書
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
希
望
者
が
い
な

い
場
合
は
公
聴
会
を
中
止
と

し
、
長
野
県
報
で
公
告
す
る

ほ
か
、
県
と
市
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
公
聴
会
で
発
言
で
き
る
方

○
変
更
案
に
関
係
す
る
地
域

に
お
住
ま
い
の
方

○
そ
の
ほ
か
利
害
関
係
者

▼
公
聴
会
日
時

７
月
31
日
㈰

午
後
１
時
～

▼
公
聴
会
場
所

長
野
県
飯
田
合
同
庁
舎

（
追
手
町
２
│
6
7
8
）

※
先
着
順
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

▼
変
更
内
容

○
飯
田
都
市
計
画
道
路
（
竹

佐
北
方
線
他
３
路
線
）

○
飯
田
都
市
計
画
用
途
地
域

▼
公
述
申
出
書
の
提
出
方
法

閲
覧
場
所
に
あ
る
公
述
申

出
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
そ
の
場
に
ご
提
出
い

た
だ
く
か
、
地
域
計
画
課

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
述
申
出
書
は
、
県
や
市

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
は
受

け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
間

７
月
８
日
㈮
～
22
日
㈮

午
前
８
時
３０
分
～

午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く

※
郵
送
の
場
合
は
、
受
付
最

終
日
必
着
。

▼
都
市
計
画
素
案
閲
覧
期
間

７
月
８
日
㈮
～
29
日
㈮

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く

▼
閲
覧
場
所

市
役
所
地
域
計
画
課
、

山
本
・
伊
賀
良
・
鼎
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
、

長
野
県
建
設
部
都
市
・
ま

ち
づ
く
り
課
、
長
野
県
飯

田
建
設
事
務
所
整
備
課

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

○
飯
田
建
設
事
務
所

整
備
課　
計
画
調
査
係

〒
3
9
5
│
0
0
3
4　

追
手
町
２
│
6
7
8　

公
聴
会

９
５
０
４
８

廃
道
・
廃
水
路
敷
地
の

払
い
下
げ

　
市
道
の
改
良
工
事
や
水
路

の
付
替
工
事
な
ど
で
、
道
路

や
水
路
と
し
て
の
機
能
を
喪

失
し
た
土
地
（
赤
線
・
青
線

を
含
む
）
は
、
隣
接
す
る
土

地
と
一
体
的
に
利
用
す
る
こ

と
で
効
果
的
に
活
用
で
き
ま

す
。
払
い
下
げ
を
希
望
す
る

方
は
、
事
前
に
ご
相
談
（
払

い
下
げ
の
可
否
、
土
地
代
金
、

経
費
な
ど
）
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

維
持
管
理
課　
管
理
係

内
線
２
７
４
２

廃
道
・
廃
水
路　

払
い
下
げ

４
９
８
４
５

☎
０
２
６
５（
５
３
）０
４
５
１

○
地
域
計
画
課

調
査
計
画
係

〒
3
9
5
│
8
5
0
1

大
久
保
町
2
5
3
4

内
線
３
７
７
３

　
捨
て
ら
れ
が
ち
な
食
材
を

使
っ
た
料
理
教
室
で
す
。
ど

な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

７
月
１６
日
㈯

午
前
９
時
３０
分
～

▼
場
所　
ム
ト
ス
ぷ
ら
ざ

▼
講
師

北
村
裕ひ
ろ

美み

さ
ん

（
お
食
事
処　
夢
）

▼
受
講
料　
５
０
０
円

▼
定
員　
７
人　
　

▼
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
料
理
は
持
ち
帰
り
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
民
課　
消
費
生
活
係

内
線
５
４
５
３

エ
シ
カ
ル
講
座

９
５
７
３
６

エ
シ
カ
ル
講
座

（
食
品
ロ
ス
削
減
ご
は
ん
）
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い
い
だ
創
業
塾

（
創
業
直
前
コ
ー
ス
）

　
お
お
む
ね
１
年
以
内
に
創

業
を
考
え
て
い
る
方
を
対
象

と
し
た
、
創
業
計
画
策
定
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
（
全
２
回
）

〇
７
月
２４
日
㈰
、
３１
日
㈰

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

▼
場
所

　
飯
田
商
工
会
館

▼
講
師

髙
橋
浩こ
う

士じ

さ
ん

（
ジ
ャ
イ
ロ
総
合
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
）

▼
内
容

〇
事
業
ア
イ
デ
ア
と
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン

〇
販
売
促
進
と
情
報
発
信

〇
お
金
の
こ
と
（
財
務
・
資

金
）

い
い
だ
創
業
塾

９
５
３
６
２

　
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
正

し
い
知
識
や
適
切
な
対
応
を

理
解
し
、
家
族
同
士
で
語
り

合
う
機
会
と
な
る
よ
う
、
家

族
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

市
内
在
住
で
、
１５
歳
か
ら

６４
歳
ま
で
の
「
社
会
的
ひ

き
こ
も
り
」
と
さ
れ
る
状

態
に
あ
る
方
の
ご
家
族

▼
日
時
（
全
3
回
）

第
１
回

７
月
２１
日
㈭

午
後
１
時
３０
分
～

３
時
３０
分

※
次
回
は
９
月
に
開
催
予
定
。

▼
場
所

　
市
役
所
本
庁
舎

▼
受
講
料

無
料

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
受
付
締
切

７
月
１９
日
㈫

ひ
き
こ
も
り
家
族
学
習
会

９
５
１
０
４

　
今
ま
で
対
面
で
行
っ
て
い

た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま

す
。
飯
田
の
郷
土
料
理
の
実

演
講
座
で
、
自
宅
で
ご
参
加

で
き
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

郷
土
料
理
の
五
平
餅
を
作

ろ
う
！

▼
対
象

市
内
小
学
生
親
子

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

９
４
８
７
５

オ
ン
ラ
イ
ン
で
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

▼
受
講
料

無
料

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
受
付
締
切

７
月
１５
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〇
飯
田
商
工
会
議
所

☎
０
２
６
５（
２
４
）１
５
０
０

〇
工
業
課

☎
０
２
６
５（
２
２
）５
６
４
４

（
４
～
６
年
生
）

▼
日
時

７
月
３０
日
㈯

午
前
９
時
３０
分
～

午
後
１
時
（
予
定
）

▼
受
講
方
法

自
宅
な
ど
か
ら
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

を
利
用
し
て
受
講

▼
受
講
料

無
料
（
材
料
費
実
費
）

▼
定
員

８
家
族

（
応
募
数
が
多
い
場
合
は

抽
選
）

▼
申
込
方
法

保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
、
ま

た
は
、
な
が
の
電
子
サ
ー

ビ
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
受
付
期
間

７
月
８
日
㈮
～
１４
日
㈭

▼
問
い
合
わ
せ

保
健
課

食
育
担
当

内
線
５
５
３
７

わ
ら
べ
う
た
の
会

　
毎
月
行
っ
て
い
る
「
え
ほ

ん
の
会
」
の
特
別
講
座
と
し

て
「
わ
ら
べ
う
た
の
会
」
を

行
い
ま
す
。
親
子
で
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象　
親
子

▼
日
時

７
月
２１
日
㈭

午
前
１０
時
３０
分
～

１１
時
３０
分

▼
場
所　
上
郷
図
書
館

▼
講
師

中
津
美
奈
子
さ
ん

（
わ
ら
べ
う
た
教
室
主
催
）

▼
定
員

２０
組
（
申
込
順
）

▼
受
講
料　
無
料

▼
申
込
方
法

事
前
に
上
郷
図
書
館
窓
口

ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

上
郷
図
書
館

☎
０
２
６
５（
５
２
）２
５
５
１

飯
田
市
立
図
書
館

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課　
重
層
的
支
援
係

　
内
線
５
７
２
８

ひ
き
こ
も
り
家
族

学
習
会

な
が
の
電
子
サ
ー
ビ
ス

感染状況により、掲載内容が変更になる場合があります。
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第70回天龍峡夏期大学　日時・内容

日　時

７月２０日㈬
１９：００～２０：４５

７月２５日㈪
１９：００～２０：４５

７月２８日㈭
１９：００～２０：４５

７月２７日㈬
１９：００～２０：４５

開催形式

現地講演

現地講演

現地講演

リモート
講演

演　題

チャレンジの先に見つ
かるもの、挑戦をつづ
けること。

講　師

ポジティブに生きるた
めの心理学

土地総有と永続する地
域づくり

深海の環境と生態系、
そして人類とのかかわり

片山右京さん
【元 F1ドライバー、

TeamUKYO代表】

野牧秀隆さん
【海洋研究開発機構
（JAMSTEC）主任研究員】

菊地聡さん
【信州大学教授】
※信州大学出前講座活用講座

平竹耕三さん
【京都産業大学教授】

第
７０
回

天
龍
峡
夏
期
大
学

　
各
界
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
を
講
師
に
開
催
し
ま
す
。

川
路
で
長
く
引
き
継
が
れ
て

い
る
天
龍
峡
夏
期
大
学
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

飯
田
下
伊
那
在
住
の
方

▼
日
時
・
内
容

次
表
の
と
お
り

▼
場
所

川
路
公
民
館

▼
受
講
料

無
料

▼
定
員　
各
回
１
０
０
人

▼
申
込
方
法

各
回
開
催
ま
で
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
７
月
４
日
㈪
午
前
９
時
受

付
開
始
（
電
話
受
付
／
平

日
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
）

▼
感
染
症
対
策

○
来
場
人
数
に
よ
っ
て
は
公

民
館
内
の
別
室
で
中
継
放

送
を
行
い
ま
す
。

〇
南
信
州
圏
域
に
警
戒
レ
ベ

ル
５
以
上
が
発
出
さ
れ
た

時
点
で
、
開
催
を
中
止
と

し
ま
す
。

   

天
龍
峡
夏
期
大
学

９
５
２
１
４

〇
各
回
当
日
ま
で
の
２
週
間

以
内
に
緊
急
事
態
宣
言
ま

た
は
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
が
発
出
さ
れ
て
い
る

地
域
に
滞
在
歴
さ
れ
て
い

た
方
は
、
参
加
を
お
控
え

く
だ
さ
い
。

〇
講
師
と
会
場
を
ビ
デ
オ
通

話
で
結
ぶ
リ
モ
ー
ト
開
催

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川
路
公
民
館

☎
０
２
６
５（
２
７
）２
０
０
１

　
０
２
６
５（
２
７
）２
１
７
７

iccc14
  　

@
city.iida.nagano.jp

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が

あ
る
方
の
背
中
を
後
押
し
す

る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
じ
め

て
講
座
」
と
、
障
が
い
の
あ

る
方
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る

「
障
が
い
者
活
動
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
」
を
同
日
開
催

し
ま
す
。

▼
対
象

高
校
生
以
上

▼
期
日

７
月
３０
日
㈯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

▼
時
間

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
じ
め
て

講
座

午
前
９
時
３０
分
～
正
午

○
障
が
い
者
活
動
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座

午
後
１
時
～
３
時
３０
分

※
ど
ち
ら
か
一
方
の
参
加
可

▼
場
所

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
東
栄
町
３
１
０
８
︱
１
）

▼
受
講
料

　
無
料　

▼
持
ち
物

筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
昼

食
（
両
講
座
受
講
の
方
）

▼
定
員

１５
人
（
申
込
順
）

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
受
付
締
切

７
月
２２
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
飯
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
）

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
２
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１８
世
紀
・
１９
世
紀
に
頻
発

し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
農
村

一
揆
を
素
材
に
、
西
洋
の
民

衆
史
研
究
の
最
前
線
を
学
び

ま
す
。

▼
テ
ー
マ

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
農
村
一

揆
▼
日
時

○
７
月
２３
日
㈯

◦
第
１
講

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
農
村
社

会
︱
貧
困
と
開
発

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◦
第
２
講

義
賊
と
「
キ
ャ
プ
テ
ン
」

︱
一
揆
勢
の
モ
ラ
ル

午
後
３
時
２０
分
～

４
時
５０
分

○
７
月
２４
日
㈰

◦
第
３
講

秘
密
結
社
と
千
年
王
国
主

義
︱
反
体
制
運
動
の
可
能

性午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

◦
第
４
講

国
家
の
対
応
︱
警
察
と
救

貧午
後
１
時
～
２
時
30
分

▼
場
所
・
定
員

〇
美
術
博
物
館

（
定
員
３０
人
）

〇
自
宅
な
ど
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
受
講

（
定
員
な
し
）

▼
講
師

勝
田
俊
輔
さ
ん

（
東
京
大
学
大
学
院
人
文

社
会
系
研
究
科
教
授
）

▼
受
講
料

５
０
０
円
（
資
料
代
）

※
高
校
生
以
下
無
料

※
会
場
で
受
講
す
る
方
は
当

日
集
金
し
ま
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
受
講
す
る
方
は
申

し
込
み
時
に
支
払
方
法
を

ご
案
内
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
場
所
と
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
締
切

７
月
１５
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

　
０
２
６
５（
２
１
）１
１
７
３

iihr
@

city.iida.nagano.jp

福
祉
有
償
運
送

運
転
者
講
習
会

　
要
介
護
や
障
が
い
が
あ
り
、

公
共
交
通
機
関
を
お
一
人
で

利
用
で
き
な
い
方
々
の
移
送

を
支
援
す
る
「
福
祉
有
償
運

送
事
業
」
の
運
転
者
を
育
成

す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
習
修
了
後
に
は
、
社
会
福

祉
法
人
等
に
登
録
し
て
運
行

に
従
事
で
き
ま
す
。

▼
対
象

自
動
車
運
転
免
許
を
お
持

ち
で
、
福
祉
に
関
心
の
あ

る
飯
田
下
伊
那
在
住
の
方

▼
日
時

８
月
３
日
㈬

午
前
8
時
20
分
～

午
後
7
時
（
受
付
/
午
前

8
時
～
8
時
15
分
）

▼
場
所

ア
ジ
マ
自
動
車
学
校

（
喬
木
村
1
3
5
3
）

▼
受
講
料

1
万
５
0
0
0
円

▼
定
員

20
人

▼
申
込
受
付
締
切

７
月
27
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
ア
ジ
マ
自
動
車
学
校

☎
0
2
6
5（
３
３
）2
5
5
0

○
福
祉
課　
地
域
福
祉
係

内
線
5
7
2
9

福
祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習

１
２
５
７

障
が
い
者
趣
味
教
室

モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル

　
好
き
な
色
の
モ
ザ
イ
ク
タ

イ
ル
を
使
っ
て
、
飾
っ
て
も

き
れ
い
な
鍋
敷
き
を
作
り
ま

せ
ん
か
。 

▼
対
象

市
内
在
住
の
障
が
い
の
あ

る
方

▼
日
時

７
月
１７
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

竜
丘
公
民
館

▼
定
員

20
人
（
申
込
順
）

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク

▼
受
講
料

5
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
注
意
事
項

通
訳
や
介
添
が
必
要
な
方

は
各
自
で
ご
手
配
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
そ
の
場
合
は

お
申
し
込
み
の
際
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

電
話
か
F
A
X
で
社
会
福

祉
協
議
会
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
締
切

　
７
月
13
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
２

　
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
３

飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア

第
９６
講
座

ア
カ
デ
ミ
ア

２
０
２
２
０
７
２
３
２
４

感染状況により、掲載内容が変更になる場合があります。
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Ｅｎｊｏｙ古代！～夏休み考古塾～　ワークショップ
ワーク
ショップ名

縄文土器を
作ってみよう

古代のお金を
作ってみよう

玉 造 工 房
（勾玉編）

勾 玉 工 房
（勾玉・

管玉編）

内　容 日　時 定員 材料費 申込受付
締切（必着）

粘土で土器を作り、
野焼きをします。
（野焼きは博物館の

職員が行います）

低い温度で溶ける
特殊な金属を使っ
て、昔と同じ作り方
でお金を作ります。

滑石で勾玉を作り、
自分の好きな色に
染めます。

滑石で勾玉と管玉
を作り、自分の好
きな色に染めます。

７月２４日㈰
９：３０～

１２：００

７月３１日㈰
９：３０～

１１：００

８月７日㈰
９：３０～

１１：３０

８月２１日㈰
９：３０～

１１：３０

１０人

２０人

１０人

１５人

３００円

２００円

１００円

１５０円

７月１５日㈮

７月２２日㈮

７月２９日㈮

８月１１日㈷

［広報いいだ］２０2２.7 18

E
N
J
O
Y
古
代
!

〜
夏
休
み
考
古
塾
〜

　
考
古
博
物
館
で
は
夏
休
み

の
特
別
企
画
を
行
い
ま
す
。

期
間
中
、
小
中
学
生
は
観
覧

料
無
料
と
な
り
ま
す
の
で
、

一
研
究
の
課
題
探
し
や
相
談

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

７
月
２３
日
㈯
～

８
月
２１
日
㈰

▼
時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
（
入
館
受
付
／
午
後
４

時
30
分
ま
で
）

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

○
対
象

小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

○
日
時
・
定
員
な
ど

次
表
の
と
お
り

▼
場
所

考
古
博
物
館

▼
申
込
方
法

参
加
を
希
望
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
（
学
年
）、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

▼
そ
の
他

○
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に

連
絡
の
な
い
場
合
は
、
博

物
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
８
月
７
日
㈰
に
予
定
し

て
い
た
「
古
代
ク
ッ
キ
ン

グ
」は
感
染
症
対
策
の
た

め
中
止
し
ま
す
。

▼
休
館
日

７
月
２５
日
㈪
、
８
月
１
日

㈪
・
７
日
㈰
・
８
日
㈪
・

１２
日
㈮
・
１５
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

考
古
博
物
館

〒
３
９
５
︱
０
０
０
３

上
郷
別
府
２
４
２
８
︱
１

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

　
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
６

kouko
@

iida-m
useum

.org

夏
休
み
考
古
塾

８
９
２
４
３



６月号に誤りがございました。
お詫びして訂正いたします。
２３ページ「飯田市域産域消の
食育店」店舗情報一覧
シルクホテルさんの電話番号
誤

正 0265-23-8383
0265-48-0150

本紙記事の　　数字を
市ウェブサイト 「ID検索」 に
入力して検索すると、
そのお知らせが表示されます。

１２３４５６７

市ウェブサイト内
ID検索ができます！
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飯
田
市
奨
学
生
募
集

　
令
和
４
年
度
奨
学
生
の
再

募
集
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る

方
○
市
内
在
住
（
１
年
以
上
）

の
方
の
お
子
さ
ん
や
、
ご

き
ょ
う
だ
い

○
成
績
優
秀
で
健
康
な
方

○
経
済
的
に
修
学
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
方

▼
貸
与
額
（
無
利
子
）

○
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校

・
大
学
院
生
な
ど

月
額
３
万
円

（
年
３６
万
円
）

○
高
校
生　

月
額
１
万
円

（
年
１２
万
円
）

※
初
回
の
貸
与
は
１０
月
上
旬

の
予
定
で
す
。

飯
田
市
奨
学
生
募
集

７
２
５
２
２

飯
田
市
職
員
採
用
試
験

　
令
和
５
年
１
月
以
降
採
用

お
よ
び
令
和
５
年
４
月
採
用

予
定
の
飯
田
市
職
員
採
用
試

験
（
行
政
初
級
・
行
政
建
築

初
級
・
土
木
初
級
、
調
理

員
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種

○
令
和
５
年
１
月
以
降
採
用

予
定

　
調
理
員
（
任
期
付
）

○
令
和
５
年
４
月
採
用
予
定

行
政
初
級
・
行
政
建
築
初

級
・
土
木
初
級

職
員
募
集

９
１
３
８
６

▼
応
募
方
法

願
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
学
校
教
育
課
窓
口
に

お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵

送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
提
出
書
類
の
様
式
は
、
学

校
教
育
課
ま
た
は
上
村
・

南
信
濃
自
治
振
興
セ
ン
タ

ー
の
窓
口
で
お
受
け
取
り

い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間

７
月
１
日
㈮
～
２９
日
㈮　

▼
奨
学
生
の
決
定

提
出
書
類
を
も
と
に
奨
学

金
貸
与
審
査
委
員
会
が
審

査
し
た
後
、
８
月
中
を
目

途
に
貸
与
の
可
否
を
通
知

し
ま
す
。

▼
連
帯
保
証
人

貸
与
決
定
後
、
連
帯
保
証

人
が
２
人
（
い
ず
れ
も
市

内
在
住
の
方
）
必
要
と
な

り
ま
す
。

▼
返
済
額
の
免
除

返
済
額
の
う
ち
３
分
の
１

を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
別
途
申
請
が
必
要

と
な
る
ほ
か
、
返
済
期
間

中
に
市
内
に
住
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
の
条
件
が
あ
り

ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
¦
８
５
０
１

大
久
保
町
２
５
３
４

学
校
教
育
課　
総
務
係

内
線
３
７
１
２

▼
試
験
内
容

教
養
試
験
お
よ
び
専
門
試

験
は
行
い
ま
せ
ん
。

試
験
区
分
に
応
じ
た
総
合

能
力
試
験
（
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
）

を
行
い
ま
す
。

初
級
は
、
併
せ
て
作
文
審

査
を
行
い
ま
す
。

※
受
験
資
格
、
試
験
日
程
、

募
集
締
切
な
ど
の
詳
細
は

試
験
実
施
要
綱
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
試
験
実
施
要
綱
の
入
手
方

法試
験
実
施
要
綱
は
、
７
月

１１
日
㈪
以
降
に
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
入
手
し
て

く
だ
さ
い
。

○
窓
口
で
受
け
取
る
場
合

人
事
課
・
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

○
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

１
２
０
円
分
の
切
手
を
貼

っ
た
返
信
用
封
筒
（
採
用

区
分
と
宛
先
明
記
、
角
形

２
号
）
を
同
封
し
て
人
事

課
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
¦
８
５
０
１

大
久
保
町
２
５
３
４

人
事
課　
人
事
係

内
線
２
１
４
１

感染状況により、掲載内容が変更になる場合があります。
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募集種目

防衛医科大学校
医学科学生

受験資格 受付締切 試験期日 合格発表

曹 候 補 生

自衛官候補生

航 空 学 生
（海自・空自）
防衛大学校学生
（一般）

防衛医科大学校
看護学科学生

予備自衛官補

貸費学生（技術）

１８歳 以 上３３歳 未 満 の 者

１８歳 以 上３３歳 未 満 の 者

海自 高卒（見込含）２３歳未満の者
空自 高卒（見込含）２１歳未満の者

１８歳 以 上３４歳 未 満 の 者

１８ 歳 以 上 ２１ 歳 未 満 で、
高卒または高専３年次修了者
（見込含）    　　

大学の理・工学部の３・４年次か、
大学院修士課程に在学中の者

９月５日㈪

９月８日㈭

１０月２６日㈬

１０月１２日㈬

１０月５日㈬

１１月１１日㈮

９月１６日㈮

年 間 を 通
じ て 受 付

１次試験
９月１５日㈭～１８日㈰の内１日

９月２５日㈰～１０月１０日㈷
の内１日

受付時にお知らせします

１次試験 ９月１９日㈷

１１月５日㈯・６日㈰

１次試験 １０月２２日㈯

１次試験 １０月１５日㈯

１２月３日㈯

１１月１５日㈫

１１月９日㈬

令和５年
１月１７日㈫
令和５年
１月２０日㈮
令和５年
１月３１日㈫
令和５年
２月３日㈮

試験時に
お知らせします

令和５年
３月３日㈮

令和４年度　自衛官等募集

自
衛
官
等
募
集

　
令
和
４
年
度
自
衛
官
等
を

次
表
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
採
用
時
期

令
和
５
年
３
月
中
旬
〜

４
月
上
旬

※
予
備
自
衛
官
の
訓
練
開
始

時
期
は
７
月
以
降

※
自
衛
官
候
補
生
の
採
用
時

期
は
８
月
〜
令
和
５
年
４

月
上
旬

▼
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本

部　
飯
田
出
張
所

☎
０
２
６
５（
２
２
）２
６
１
３

防
衛
省　

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

飯
田
技
術
専
門
校

公
共
職
業
訓
練
生
募
集

　
飯
田
技
術
専
門
校
で
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込

を
し
て
い
る
離
転
職
者
で
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
訓
練
斡

旋
を
受
け
ら
れ
る
方
を
対
象

に
、
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
大
型
１
種
ド
ラ
イ
バ
ー
育

成
科
２

物
流
運
送
業
に
関
す
る
基

礎
知
識
、
大
型
自
動
車
１

種
の
運
転
免
許
と
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
技
能
を
習
得
し
、

運
送
業
の
大
型
自
動
車
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
再
就
職

を
目
指
す
。

〇
訓
練
期
間

８
月
２６
日
㈮
～

１０
月
２５
日
㈫

〇
定
員　
１０
人

〇
募
集
締
切

８
月
３
日
㈬

▼
産
業
車
両
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

科
２

建
設
業
に
関
す
る
基
礎
知

識
、
車
両
系
建
設
機
械
、

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
大
型

特
殊
車
両
に
関
す
る
知
識
、

資
格
、
免
許
を
取
得
し
、

幅
広
い
分
野
へ
の
再
就
職

を
目
指
す
。

〇
訓
練
期
間

９
月
６
日
㈫
～

１２
月
５
日
㈪

〇
定
員　
２０
人

〇
募
集
締
切

８
月
１７
日
㈬

▼
パ
ソ
コ
ン
中
級
＋
Ｗ
ｅ
ｂ

ク
リ
エ
イ
タ
ー
科
２

日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
２
級
（
文

書
作
成
・
デ
ー
タ
活
用
）

と
Ｗ
ｅ
ｂ
ク
リ
エ
イ
タ
ー

能
力
検
定
資
格
を
取
得
し
、

総
務
や
一
般
事
務
職
へ
の

再
就
職
を
目
指
す
。

〇
訓
練
期
間

９
月
２１
日
㈬
～

１２
月
２０
日
㈫

〇
定
員　
２０
人

〇
募
集
締
切

９
月
１
日
㈭

※
受
講
料
は
全
コ
ー
ス
と
も

に
免
除
さ
れ
ま
す
が
、
テ

キ
ス
ト
代
、
資
格
取
得
代

な
ど
は
個
人
負
担
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
飯
田
技
術
専
門
校

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
０
６
７

飯
田
技
術
専
門
校



期　日

８月１日㈪

８月９日㈫

地　区

座光寺

千 代

上 村

南信濃

飯 田

上久堅

川 路

上 郷

三 穂

場　所

ＪＡ座光寺事業所

千 代 公 民 館

上 村 公 民 館

南信濃公民館

ＪＡ飯田事業所

上久堅公民館

川 路 公 民 館

ＪＡ上郷事業所

三 穂 公 民 館

時　間

１9：３０～１１：００

１9：３０～１１：００

１５：００～１６：００

１３：３０～１４：３０

１9：３０～１１：００

１9：３０～１１：００

１9：３０～１１：００

１9：３０～１１：００

１9：３０～１１：００

予約

―

必要

必要

必要

―

必要

必要

―

必要

８月２日㈫

８月３日㈬

農地相談　８月の開催日時・場所

２０2２.7［広報いいだ］21

新
文
化
会
館　

１
０
０
０
０
２

　
文
化
芸
術
活
動
の
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
新
し
い
文

化
会
館
に
大
切
な
こ
と
を
検

討
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　
３
人
以
内

▼
応
募
資
格

市
内
に
居
住
、
通
勤
・
通

学
を
し
て
い
る
高
校
生
以

上
で
、
平
日
夜
間
や
休
日

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
毎

回
参
加
で
き
る
方

▼
期
間

令
和
６
年
３
月
末
ま
で

※
報
酬
・
交
通
費
な
し

▼
応
募
方
法

応
募
様
式
と
作
文
を
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
応
募
様
式
は
、
飯
田
文
化

会
館
窓
口
で
お
受
け
取
り

い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▼
作
文

○
テ
ー
マ

市
民
に
愛
さ
れ
る
文
化
会

館
～
私
が
行
い
た
い
文
化

活
動
～

○
文
字
数　
８
０
０
字
程
度

▼
募
集
締
切

７
月
１５
日
㈮

▼
選
考
結
果

７
月
中
に
連
絡
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
¦
０
０
５
１　

高
羽
町
５
¦
５
¦
１

文
化
会
館　
建
設
担
当

☎
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２

　
０
２
６
５（
２
３
）３
５
３
３

ibunka
@

city.iida.nagano.jp

　
農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
農
業
者
年
金

な
ど
農
地
に
関
す
る
相
談
を
、

各
地
区
担
当
の
農
業
委
員
と

農
業
委
員
会
事
務
局
職
員
が

受
け
付
け
ま
す
。

　
開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
８
月
の
農
地
法
許

可
申
請
な
ど
の
締
め
切
り
は
、

８
月
１５
日
㈪
で
す
。

▼
開
催
日
・
開
催
地
区

次
表
の
と
お
り

不
動
産
登
記
無
料
相
談
会

　

土
地
家
屋
調
査
士
の
日

（
７
月
３１
日
）
に
ち
な
み
、

不
動
産
表
示
登
記
に
関
す
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
土
地
家
屋
調
査
士
が
登
記

や
協
会
問
題
な
ど
の
相
談
を

無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
日
時

７
月
３０
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～

４
時
３０
分

▼
場
所

橋
南
公
民
館

（
り
ん
ご
庁
舎
）

▼
相
談
時
間

１
件
３０
分
以
内

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
受
付
締
切　

７
月
２８
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士

会☎
０
２
６（
２
３
２
）４
５
６
６

▼
申
込
方
法

飯
田
・
座
光
寺
・
上
郷
地

区
以
外
は
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
締
切

開
催
日
の
前
日

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く

※
千
代
地
区
は
７
月
２９
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

農
地
相
談

新
文
化
会
館

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

感染状況により、掲載内容が変更になる場合があります。



７

８

９

飯田市ウェブサイト
【ホームページ】

災害発生時に発生箇所やライフラインの状況、避難情報
などを随時お知らせします。 インターネット

飯田エフエム放送防災アプリ
【スマートフォン】

アナウンサーが防災行政無線やいいだ安全・安心メールの
内容を確認後に放送します。
竜東・遠山地域ではケーブルテレビで聞くこともできます。

ＦМラジオ飯田エフエム放送
【76.3MHz】

専用アプリをダウンロードするとスマートフォンでＦＭ放送
を聞くことができます。緊急情報は画面にポップアップで表
示されます。そのほか文字情報としての情報提供も行われ、
聴覚に障害のある方も災害情報などを入手できます。

スマートフォン

10 飯田ケーブルテレビ結チャンネル【12ch】
放送中に防災行政無線の音声が割り込まれます。また、
テレビのリモコンdボタンで「緊急放送」を選択すると、
いいだ安全・安心メールの内容を確認することができます。

ケーブルテレビ

11
飯田ケーブルテレビ
安心ほっとライン

【音声告知端末】

防災行政無線の放送と同じ内容を同じ時間に聞くことが
できます。緊急地震速報にも対応しています。
【月額利用料：550円税込み】

ケーブルテレビ
（有料）

12 ツイッター、フェイスブック【パソコン、スマートフォン】
いいだ安全・安心メール（気象・災害・警報ほか）の内容な
ど、ライフラインの状況、避難情報などを随時掲載します。 ＳＮＳ

飯田市地域情報アプリ
【スマートフォン】

専用アプリをダウンロードするといいだ安全・安心メール
の内容が文字と音声の両方で確認することができます。

スマートフォン13

14 緊急告知ラジオ【76.3MHz】
防災行政無線の音声が飯田エフエム放送に割り込まれ
ます。天竜川の浸水想定区域内にお住まいの方へは無償
配布します。

ラジオ

15 戸別受信機【防災行政無線】 専用受信機防災行政無線の音声が流れます。土砂災害特別警戒区
域内にお住まいの方へは無償配布します。

新たに追加される媒体

〈問い合わせ先〉
危機管理課 防災係　TEL：０２６５‐２２‐４５１１ （内線）２４３７

市では、火災発生や避難情報、事件・事故などの情報をメールで配信しています。
このサービスを利用するためには、次のとおり利用者登録が必要です。

いいだ安全・安心メールを配信しています

スマートフォン・携帯電話、パソコンから、次のアドレスに
メールを送信してください（題名や本文の入力不要）。

返信メールに記載された登録用ホームページの
アドレス（URL）をクリックしてください。

ガイダンスに従って利用者登録
をしてください。（登録完了）

●希望する情報をそれぞれ登録してください。
●携帯電話の設定でインターネットからのメールを受信拒否している
場合は、city.iida.nagano.jpを受信したいメールドメインの項目に
登録してください。
●URL付きメールの受信を許可してください。

iPhoneの場合は「App Store」、Androidの場合は「Google Play」から、
「FMプラプラ」で検索し、ダウンロードしてください。

★アプリ入手方法（例）

火災情報 t-iida-kasai@sg-m.jp

気象・災害警報、事件・事故情報、
不審者情報、避難情報、
行方不明者情報、その他の情報

t-iida-ansin@sg-m.jp

Google PlayApp Store

Google PlayApp Store



災害時における情報伝達方法が追加されます
情　　報　　媒　　体

飯田市では防災行政無線をはじめとして、さまざまな手段で情報発信を行っています。
災害時の状況によって情報機器も影響を受けますので、さまざまな手段で情報を入手してください。

１ 防災行政無線【同報系屋外子局】

市内全域や地区ごとに火災、避難、行方不明者などの情報
を放送します。
震度速報（５弱以上）、土砂災害警戒情報、特別警報、国民
保護に関する情報は、自動的に合成音声（機械の声）で
お知らせします。

２

無線告知

防災行政無線テレホンサービス

ＮＴＴ電話
（有料）

３ 火災告知・テレホン案内
【0265-22-5500】

ＮＴＴ電話
（有料）

防災行政無線の放送を、電話で聞くことができます。
新たに多言語を追加しました。

火災発生直後のお知らせのみ電話で聞くことができます。
回線に限りがありますのでかかりにくい場合があります。

４ いいだ安全・安心メール
【火災】

希望した飯田下伊那の火災発生・鎮火情報をメール配信
します。消防本部から情報を入手して配信しますので、
防災行政無線より時間がかかります。

メール

５ いいだ安全・安心メール
【気象・災害・警報ほか】

火災以外の情報のお知らせをメール配信します。
土砂災害警戒情報が発表されたときは、発表と同時に
メール配信します。

メール

ＮＴＴdocomo［エリアメール］
au、ソフトバンク、楽天モバイル
［緊急速報メール］

緊急地震速報、土砂災害警戒情報、避難情報、国民保護
情報など極めて危険度が高い重要な情報を提供します。

携帯電話
スマートフォン６

種　別

◆すでに災害が発生して
いるか切迫した状態

◆災害のおそれが極めて
高い状態

◆安全を確保しながら、親戚や知人宅、
または避難所などへ避難してください危険な場所から全員避難してください

命が危険な状態です
直ちに安全確保

高齢者や障害のある方、または避難に
時間のかかる方は避難を開始しましょう

◆災害のおそれがある
状態

◆高齢者や障害のある方または避難に時
間のかかる方は避難を開始しましょう
◆外出を控えるなど、普段の行動を見合
わせましょう

◆今いるところで安全を確保してください

市が発令する避難情報

日本語
英語

ポルトガル語
中国語

タガログ語

【050-5865-1573】
【050-5865-1574】
【050-5865-1575】
【050-5865-1576】
【050-5865-1577】

こ
こ
ま
で
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い

避 難 情 報 発表される状態 皆さんの行動
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